
Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

材料力学ⅡＡ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

材料力学ⅡＢ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

基礎加工学Ａ
○[　　]

基礎加工学Ｂ
○[　　]

数値解析Ａ
○[　　]

数値解析Ｂ
○[　　]

制御工学ⅠＡ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

制御工学ⅠＢ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

材料工学Ａ（Ｍ
Ｅ）

△[　　]

材料工学Ｂ（Ｍ
Ｅ）

△[　　]

機構運動学Ａ
△[　　]

機構運動学Ｂ
△[　　]

メカトロニクスＡ
○[　　]

メカトロニクスＢ
○[　　]

機械材料学ⅠＡ
△[　　]

機械材料学ⅠＢ
△[　　]

電子回路概論Ａ
○[　　]

電子回路概論Ｂ
○[　　]

電気回路Ａ
○[　　]

電気回路Ｂ
○[　　]

電気回路Ｃ
○[　　]

電気回路Ｄ
○[　　]

伝熱工学Ａ
△[　　]

伝熱工学Ｂ
△[　　]

応用数理解析Ａ
△[　　]

応用数理解析Ｂ
△[　　]

レーザー工学Ａ
△[　　]

レーザー工学Ｂ
△[　　]

技術社会と倫理
○[　　]

フロンティア工学類　カリキュラムツリー（プログラムごとの目標）

２(a)　電子機械工学分
野の基礎を理解し，応
用できる幅広い能力を
身につける。

３年 ４年

授業科目名

学習・
教育目標

１年 ２年

機械工学設計製図基礎（ＭＥ）
◎[　　]

振動工学Ⅰ及び演習（ＭＥ）
○[　　]

熱力学I及び演習（ＭＥ）
○[　　]

流れ学I及び演習（ＭＥ）
○[　　]



Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

フロンティア工学類　カリキュラムツリー（プログラムごとの目標）

３年 ４年

授業科目名

学習・
教育目標

１年 ２年

信頼性工学Ａ
○[　　]

信頼性工学Ｂ
○[　　]

材料力学ⅡＡ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

材料力学ⅡＢ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

加工学Ａ
○[　　]

加工学Ｂ
○[　　]

機械設計工学Ａ
○[　　]

機械設計工学Ｂ
○[　　]

制御工学ⅠＡ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

制御工学ⅠＢ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

材料工学Ａ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

材料工学Ｂ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

技術社会と倫理
○[　　]

統計解析Ａ
○[　　]

統計解析Ｂ
○[　　]

プロセス工学数学
Ａ

○[　　]

プロセス工学数学
Ｂ

○[　　]

プロセス工学量論
Ａ

○[　　]

プロセス工学量論
Ｂ

○[　　]

伝熱工学Ａ
○[　　]

伝熱工学Ｂ
○[　　]

流体工学Ａ
○[　　]

流体工学Ｂ
○[　　]

熱力学Ａ
○[　　]

熱力学Ｂ
○[　　]

物理化学Ａ
○[　　]

物理化学Ｂ
○[　　]

化学反応速度論Ａ
○[　　]

化学反応速度論Ｂ
○[　　]

単位操作Ａ
○[　　]

単位操作Ｂ
○[　　]

機械工学設計製図基礎（ＢＨ）
◎[　　]

振動工学Ⅰ及び演習（ＢＨ）
○[　　]

材料力学Ⅰ及び演習
○[　　]

熱力学I及び演習（ＢＨ）
○[　　]

流れ学I及び演習（ＢＨ）
○[　　]

工学における倫理と法
○[　　]

プロセス工学実験
◎[　　]

プロセス工学演習
◎[　　]

２(b) 機械工学分野の基
礎を理解し，応用できる幅
広い能力を身につける。

２(c)　化学工学分野の基
礎を理解し，応用できる幅
広い能力を身につける。



Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

フロンティア工学類　カリキュラムツリー（プログラムごとの目標）

３年 ４年

授業科目名

学習・
教育目標

１年 ２年

統計解析Ａ
○[　　]

統計解析Ｂ
○[　　]

パターン認識Ａ
○[　　]

パターン認識Ｂ
○[　　]

電気回路Ａ
○[　　]

電気回路Ｂ
○[　　]

電気回路Ｃ
○[　　]

電気回路Ｄ
○[　　]

電子回路I
○[　　]

電子回路II
○[　　]

論理回路Ａ
○[　　]

論理回路Ｂ
○[　　]

通信工学Ａ
○[　　]

通信工学Ｂ
○[　　]

システム制御基礎
Ａ

○[　　]

システム制御基礎
Ｂ

○[　　]

電気磁気学及び演
習Ａ

○[　　]

電気磁気学及び演
習Ｂ

○[　　]

電気磁気学及び演
習Ｃ

○[　　]

電気磁気学及び演
習Ｄ

○[　　]

振動工学ⅡＡ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

振動工学ⅡＢ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

熱力学ⅡＡ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

熱力学ⅡＢ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

制御工学ⅠＡ（Ｍ
Ｅ）
○[　　]

制御工学ⅠＢ（Ｍ
Ｅ）
○[　　]

制御工学ⅡＡ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

制御工学ⅡＢ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

機械設計学
○[　　]

機械設計演習Ｂ
○[　　]

航空宇宙工学Ａ
○[　　]

航空宇宙工学Ｂ
○[　　]

信号処理Ａ
○[　　]

信号処理Ｂ
○[　　]

計測工学Ａ
○[　　]

計測工学Ｂ
○[　　]

材料力学Ｉ及び演習
○[　　]

機械工学設計製図基礎（ＭＥ）
◎[　　]

機械工作実習（ＭＥ）
◎[　　]

応用プログラミング技術
○[　　]

知能ロボティクス基礎実験
◎[　　]

電子情報基礎実験
◎[　　]

工学における倫理と法
○[　　]

振動工学
○[　　]

２(d)　電子情報工学分野
の基礎を理解し，応用で
きる幅広い能力を身につ
ける。

６(a) インテリジェントロボッ
ト，スマートビークル，メカ
トロニクスなど，機械工学
と電子情報工学にわたる
先進的な融合分野に挑
戦し，最新の工学ツール
を使う能力，ならびに社会
の持続的発展に貢献する
意欲と創造性を身につけ

る。

機械設計演習Ａ
◎[　　]

振動工学Ⅰ及び演習（ＭＥ）
○[　　]

熱力学I及び演習（ＭＥ）
○[　　]



Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

フロンティア工学類　カリキュラムツリー（プログラムごとの目標）

３年 ４年

授業科目名

学習・
教育目標

１年 ２年

確率・統計解析Ａ
○[　　]

確率・統計解析Ｂ
○[　　]

ロボット工学Ａ
○[　　]

ロボット工学Ｂ
○[　　]

パターン認識Ａ
○[　　]

パターン認識Ｂ
○[　　]

画像処理Ａ
○[　　]

画像処理Ｂ
○[　　]

流れ学ⅡＡ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

流れ学ⅡＢ（Ｍ
Ｅ）

○[　　]

アルゴリズムと
データ構造Ａ

△[　　]

アルゴリズムと
データ構造Ｂ

△[　　]

通信工学Ａ
△[　　]

通信工学Ｂ
△[　　]

機械学習Ａ
△[　　]

機械学習Ｂ
△[　　]

振動工学ⅡＡ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

振動工学ⅡＢ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

流れ学ⅡＡ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

流れ学ⅡＢ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

熱力学ⅡＡ（Ｂ
Ｈ）

△[　　]

熱力学ⅡＢ（Ｂ
Ｈ）

△[　　]

制御工学ⅠＡ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

制御工学ⅠＢ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

制御工学ⅡＡ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

制御工学ⅡＢ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

人体科学Ａ
◎[　　]

人体科学Ｂ
◎[　　]

数値解析及びプロ
グラミング演習Ａ

○[　　]

数値解析及びプロ
グラミング演習Ｂ

○[　　]

人間工学Ａ
○[　　]

人間工学Ｂ
○[　　]

生体計測Ａ
○[　　]

生体計測Ｂ
○[　　]

生体材料工学Ａ
○[　　]

生体材料工学Ｂ
○[　　]

生物工学Ａ
△[　　]

生物工学Ｂ
△[　　]

プログラミング演習
○[　　]

流れ学I及び演習（ＢＨ）
○[　　]

熱力学I及び演習（ＢＨ）
○[　　]

機械工学設計製図基礎（ＢＨ）
◎[　　]

創造デザイン実習
◎[　　]

バイオメカトロニクス
基礎実験
◎[　　]

流れ学I及び演習（ＭＥ）
○[　　]

企業開放講義
△[　　]

６(b)　バイオエンジニアリ
ング，メカトロニクスなど，
機械工学と生体工学にわ
たる先進的な融合分野に
挑戦し，最新の工学ツー
ルを使う能力，ならびに社
会の持続的発展に貢献
する意欲と創造性を身に

つける。

振動工学Ⅰ及び演習（ＢＨ）
○[　　]

機械工作実習（ＢＨ）
◎[　　]



Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

フロンティア工学類　カリキュラムツリー（プログラムごとの目標）

３年 ４年

授業科目名

学習・
教育目標

１年 ２年

材料工学Ａ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

材料工学Ｂ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

材料設計学Ａ
△[　　]

材料設計学Ｂ
△[　　]

伝熱学Ａ
〇[　　]

伝熱学Ｂ
〇[　　]

応用伝熱学Ａ
△[　　]

応用伝熱学Ｂ
△[　　]

ロボット工学Ａ
○[　　]

ロボット工学Ｂ
○[　　]

パターン認識Ａ
△[　　]

パターン認識Ｂ
△[　　]

画像処理Ａ
△[　　]

画像処理Ｂ
△[　　]

材料力学ⅡＡ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

材料力学ⅡＢ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

構造解析学Ａ
○[　　]

構造解析学Ｂ
○[　　]

知的生産システム
Ａ

○[　　]

知的生産システム
Ｂ

○[　　]

物質循環工学Ａ
△[　　]

物質循環工学Ｂ
△[　　]

エネルギー・環境
工学Ａ

△[　　]

エネルギー・環境
工学Ｂ

△[　　]

工業デザインＡ
○[　　]

工業デザインＢ
○[　　]

プロセス工学量論
Ａ

○[　　]

プロセス工学量論
Ｂ

○[　　]

単位操作Ａ
○[　　]

単位操作Ｂ
○[　　]

分離工学Ａ
○[　　]

分離工学Ｂ
○[　　]

化学反応速度論Ａ
○[　　]

化学反応速度論Ｂ
○[　　]

反応工学Ａ
○[　　]

反応工学Ｂ
○[　　]

環境安全工学Ａ
○[　　]

環境安全工学Ｂ
○[　　]

生体材料工学Ａ
○[　　]

生体材料工学Ｂ
○[　　]

結晶化工学Ａ
○[　　]

結晶化工学Ｂ
○[　　]

マテリアルシミュ
レーションＡ

○[　　]

マテリアルシミュ
レーションＢ

○[　　]

プラスチック成形
加工Ａ

○[　　]

プラスチック成形
加工Ｂ

○[　　]

高分子材料物性Ａ
○[　　]

高分子材料物性Ｂ
○[　　]

材料力学Ⅰ及び演習
○[　　]

企業開放講義
△[　　]

６(c)　ナノテクノロジー，新
素材など，化学工学，材
料工学とナノサイエンスに
わたる先進的な融合分野
に挑戦し，最新の工学
ツールを使う能力，ならび
に社会の持続的発展に
貢献する意欲と創造性を
身につける。

マテリアルプロセス創成
◎[　　]

マテリアルプロセス実験
◎[　　]

無機材料
○[　　]

有機化学
○[　　]



Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

フロンティア工学類　カリキュラムツリー（プログラムごとの目標）

３年 ４年

授業科目名

学習・
教育目標

１年 ２年

微粒子工学Ａ
○[　　]

微粒子工学Ｂ
○[　　]

ナノ粒子工学Ａ
○[　　]

ナノ粒子工学Ｂ
○[　　]

表面科学Ａ
○[　　]

表面科学Ｂ
○[　　]

プラズマ工学Ａ
△[　　]

プラズマ工学Ｂ
△[　　]

金属材料Ａ
△[　　]

金属材料Ｂ
△[　　]

信号処理Ａ
○[　　]

信号処理Ｂ
○[　　]

電気電子計測Ａ
○[　　]

電気電子計測Ｂ
○[　　]

システム最適化Ａ
○[　　]

システム最適化Ｂ
○[　　]

数値シミュレー
ションＡ
○[　　]

数値シミュレー
ションＢ
○[　　]

計算機アーキテク
チャＡ

○[　　]

計算機アーキテク
チャＢ

○[　　]

アルゴリズムと
データ構造Ａ

○[　　]

アルゴリズムと
データ構造Ｂ

○[　　]

オペレーティング
システムＡ
○[　　]

オペレーティング
システムＢ
○[　　]

情報ネットワーク
Ａ

○[　　]

情報ネットワーク
Ｂ

○[　　]

システム制御基礎
Ａ

○[　　]

システム制御基礎
Ｂ

○[　　]

システム制御Ａ
○[　　]

システム制御Ｂ
○[　　]

システム制御Ｃ
○[　　]

システム制御Ｄ
○[　　]

ディジタル制御Ａ
○[　　]

ディジタル制御Ｂ
○[　　]

画像処理Ａ
○[　　]

画像処理Ｂ
○[　　]

６(d)　メカトロニクス，計測
制御システムなど，電子
情報工学，計測工学，制
御工学にわたる先進的な
融合分野に挑戦し，最新
の工学ツールを使う能
力，ならびに社会の持続
的発展に貢献する意欲と
創造性を身につける。

計測制御実験
◎[　　]

プログラミング演習
○[　　]

計測プログラミング及び演習
△[　　]



Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

フロンティア工学類　カリキュラムツリー（プログラムごとの目標）

３年 ４年

授業科目名

学習・
教育目標

１年 ２年

熱力学ⅡＡ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

熱力学ⅡＢ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

人間工学Ａ
○[　　]

人間工学Ｂ
○[　　]

生体計測Ａ
○[　　]

生体計測Ｂ
○[　　]

生物工学Ａ
〇[　　]

生物工学Ｂ
〇[　　]

材料工学Ａ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

材料工学Ｂ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

材料設計学Ａ
○[　　]

材料設計学Ｂ
○[　　]

環境安全工学Ａ
○[　　]

環境安全工学Ｂ
○[　　]

人体科学Ａ
△[　　]

人体科学Ｂ
△[　　]

振動工学ⅡＡ（Ｂ
Ｈ）

△[　　]

振動工学ⅡＢ（Ｂ
Ｈ）

△[　　]

流れ学ⅡＡ（Ｂ
Ｈ）

△[　　]

流れ学ⅡＢ（Ｂ
Ｈ）

△[　　]

制御工学ⅠＡ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

制御工学ⅠＢ（Ｂ
Ｈ）

○[　　]

制御工学ⅡＡ（Ｂ
Ｈ）

△[　　]

制御工学ⅡＢ（Ｂ
Ｈ）

△[　　]

伝熱学Ａ
△[　　]

伝熱学Ｂ
△[　　]

応用伝熱学Ａ
△[　　]

応用伝熱学Ｂ
△[　　]

高分子材料物性Ａ
○[　　]

高分子材料物性Ｂ
○[　　]

生物工学Ａ
○[　　]

生物工学Ｂ
○[　　]

プロセス工学量論
Ａ
△[　　]

プロセス工学量論
Ｂ
△[　　]

物質循環工学Ａ
○[　　]

物質循環工学Ｂ
○[　　]

エネルギー・環境
工学Ａ

○[　　]

エネルギー・環境
工学Ｂ

○[　　]

エネルギー変換工
学Ａ

△[　　]

エネルギー変換工
学Ｂ

△[　　]

バイオテクノロ
ジーＡ

○[　　]

バイオテクノロ
ジーＢ

○[　　]

環境安全工学Ａ
○[　　]

環境安全工学Ｂ
○[　　]

工業デザインＡ
○[　　]

工業デザインＢ
○[　　]

６(e)　環境との調和を配
慮し持続的な社会システ
ムの発展に寄与するため
の，工学における先進的
な融合分野に挑戦し，最
新の工学ツールを使う能
力，ならびに社会の持続
的発展に貢献する意欲と
創造性を身につける。

電気化学
△[　　]

振動工学Ⅰ及び演習（ＢＨ）
○[　　]

流れ学I及び演習（ＢＨ）
○[　　]

企業開放講義
△[　　]

熱力学I及び演習（ＢＨ）
○[　　]



Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

フロンティア工学類　カリキュラムツリー（プログラムごとの目標）

３年 ４年

授業科目名

学習・
教育目標

１年 ２年

プロセス工学量論
Ａ

△[　　]

プロセス工学量論
Ｂ

△[　　]

分離工学Ａ
○[　　]

分離工学Ｂ
○[　　]

電気電子計測Ａ
○[　　]

電気電子計測Ｂ
○[　　]

表面科学Ａ
○[　　]

表面科学Ｂ
○[　　]

ナノ粒子工学Ａ
○[　　]

ナノ粒子工学Ｂ
○[　　]

計測標準学Ａ
○[　　]

計測標準学Ｂ
○[　　]

マイクロスコピー
Ａ

○[　　]

マイクロスコピー
Ｂ

○[　　]

スペクトロスコ
ピーＡ

○[　　]

スペクトロスコ
ピーＢ

○[　　]

バイオアナリシス
Ａ

○[　　]

バイオアナリシス
Ｂ

○[　　]

センサ工学Ａ
○[　　]

センサ工学Ｂ
○[　　]

環境計測Ａ
○[　　]

環境計測Ｂ
○[　　]

６(f)　ナノテクノロジー，計
測制御システムなどに寄
与する，化学工学と電子
情報工学における先進的
な融合分野に挑戦し，最
新の工学ツールを使う能
力，ならびに社会の持続
的発展に貢献する意欲と
創造性を身につける。

計測プログラミング及び演習
◎[　　]

量子物理学
△[　　]
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